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点で Recurrence　 Formulae を満た

す様 に決 め て や っ た す べ て の 解は任 意の n に つ い て Recurrence　 Fermulae を満たす か ら ， 多

次元戸 田格子 の 新た な解で あ る．

Ref ．1 ）斎藤 ， 瀧澤 ， 武野 ：物性研究 45 − 1 （1985 − 10 ）12．

　　　　　　　　　Spherical　Boussinesq　Equation と
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こ と が A ，Nakamura
，
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方程式 〔8｝， （9．a ）， （9．　 b ）の 解 は Wronskian 　 aV を用 い て ， 次の 形に 表現 で きる 。
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こ こ で 鴟 （Z ）は Hermite 　 functionで 次 の 微分方程式を満す る
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Afn
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　（10｝式は Spherical　 Bonssinesq　 equation の解は 奇数次の ∬
n （Z ）か ら始 まる Wronskian で

表現 され ・
Classical　 Bonssinesq 　 equation の 解は 偶数次 の Hn （Z ）か ら 始 ま る Wronskian

で 表現され る こ と を表わ し て い る 。 両者 の 関係は （12）式に よ っ て も示 され て い る
。
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　　　　 とお くと ，   式 よ りφ
π
（Z ）に 対す る方程式は
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　　　　 とな り ， φ
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多次元 Modified −Boussinesq方程 式 の ソ リ トン 解

横浜国大 ・工 　松川倫明 ， 渡辺慎介，田 中　裕

§ 1　　1ntroduction

　一
次元 ソ リ ト ン の 研 究は ， 現在 で は ， や り尽 くされ た感が ある が ， 多次元 ソ リ トン の 研究は

KP 方程式や 2 次元戸 田格子 等の 場合 を除い て ， 解明 され て い な い 問題 点が多い と思 わ れ る 。

我 々 は ， MK − dV 方程式や M − B （Boussinesq ）方程式 の 次元 を拡 張し て ，多次元の ソ リ トン

解を ， 広田 の 方法を適用 し て ， 調 べ た 。次に，上述 の 二 つ の 方程式 の 間の 関係 を無限小変換 の

Lieの 方法を適用 yて ， 考察し た 。なお ， 我 々 の 結果 は ，　nonlinear ・schr6dinger 方程式 とno −

nlinear −klein−Gordon 方程式 系に対 す る Taj　irii）の 結果 と類比的で ある 。

§2　多次元 M − B 方程式 の ソ リ トン 解

　 2DM − B 方程式

　　　tttt
＝

z・
¢ 。

＋ 8 （u3 ）xx ＋ ・・
。 、， c，x

＋
％ y

に 対 し， 次の 従属変換 をほ ど こ して ，

　　　 u ＝ （tan
− 19

／∫）x

双線形形式 で 表わす と

　　　（ρノー壕 一 D
．

4 − D
，

2
）y

・f − 0

｛・

∵∴∵
一 ・一 ・

（1）

（2）

（3）

一30一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


